
Jpn J Med Ultrasonics

37歳，2妊 1産．妊娠 35週 0日の胎児超音波検
査で，カラードプラ下で右上下肺静脈が右房に還流
していた（Fig. 1・ 動画 1）．Spatiotemporal 
image correlation （STIC）法による四腔断面像で心
房中隔を同定し右肺静脈が右房に還流していること
を確認し（Fig. 2 a）部分肺静脈還流異常症（partial 
anomalous pulmonary venous return: PAPVR）と診
断した．在胎 38週 5日，3, 295 gの女児出生．日齢
3の造影 CTで下位静脈洞型心房中隔欠損（Sinus 
venosus atrial septal defect: SVASD（inferior type））
合併の PAPVRと診断された（Fig. 2 b，c）．

PAPVRは，肺静脈の一部が左房ではなく，右房
や体循環系に還流する先天性疾患である．SVASD
はASDの中では約 5 - 10％と稀なタイプであるが，
高率に PAPVRを合併する1）．過去の報告では，本

症のような複雑心奇形を伴わない PAPVRの胎児診
断の報告は少ない．胎児超音波検査で，手術が必要
な PAPVRを除外するために，少なくとも左右 1本
ずつの肺静脈が左房に還流していることを確認する
必要があり2），本症例もその方法で診断し得た．
PAPVRは乳児期以降に診断されることが多いが，
長期的には心房性不整脈や心不全を引き起こす可能
性があり，胎児診断は治療方針の決定に重要な役割
を果たす．今後，PAPVRの胎児診断の指標を追求
したい．
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部分肺静脈還流異常症の胎児診断例
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Fig. 1 胎児超音波水平断像．a 右上 PV（肺静脈）が右房へ還流を認める．b 右下 PVが右房へ還流を認める
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